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今
回
の
目
玉
は
、
９
日
に
行

わ
れ
た
ロ
ッ
ソ
熊
本
と
の
サ
ッ

カ
ー
交
流
。
プ
ロ
選
手
３
人
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
後
、

ロ
ッ
ソ
対
小
学
生
の
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
の
動
き
に

会
場
か
ら
感
嘆
の
声
が
漏
れ
ま

し
た
。

　

８
日
と
９
日
に
行
わ
れ
た
恒

例
の
特
産
品
無
料
配
布
で
は
、

開
始
時
間
の　

分
以
上
前
か
ら

30

長
蛇
の
列
。
地
元
農
産
物
や
花

苗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
期
間
中
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、「
花
の
ま
ち
宇
城
市
」
を

県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
花
に
3
万
５
千
人

2
0
0
6
宇
城
市
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ

わ
あ
ー
き
れ
い
な
花
が
い
っ
ぱ
い

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

憧
れ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
写
真
撮
影

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
結
果

◆
第
２
回
宇
城
市
花
の
ま
ち
づ
く
り

　

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

○
学
校
お
よ
び
団
体
の
部

【
最
優
秀
賞
】
松
橋
中
学
校

【
優
秀
賞
】
不
知
火
中
学
校

○
管
理
団
体
の
部

【
最
優
秀
賞
】
亀
崎
花
植
会

【
優
秀
賞
】
あ
ぜ
み
ち
・　

区
北
花

１１

ク
ラ
ブ
・
小
川
町
出
来
町
３
班
婦
人
部

○
一
般
家
庭
の
部

【
最
優
秀
賞
】
村
田
敏
子
さ
ん

 

（
松
橋
町
南
豊
崎
）

【
優
秀
賞
】

松
岡
操
さ
ん
（
松
橋
町
久
具
）

中
村
俊
夫
さ
ん
（
松
橋
町
曲
野
）

◆
花
の
寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト

【
金
賞
】
吉
川
和
子
さ
ん

 

（
不
知
火
町
亀
松
）

【
銀
賞
】
益
田
よ
し
み
さ
ん

 

（
豊
野
町
巣
林
）

【
銅
賞
】
河
津
弘
子
さ
ん
（
宇
土
市
）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
松
橋
町
の
岡
岳
総
合
運
動
公
園
で
開

か
れ
た
２
０
０
６
宇
城
市
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
。
会
場
は
花
絵
文
字
や

花
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
た
く
さ
ん
の
花
で
彩
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

盛り上がったよ～。
来年が楽しみだなぁ。
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先
日
、
朝
日
新
聞
主
催
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
九
州
・
山
口
新
時
代　

く

ら
し
先
進
県
を
め
ざ
し
て
」
に
、
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

そ
の
折
、
前
三
重
県
知
事
で
早
稲
田

大
学
大
学
院
教
授
の
北
川
正
恭
さ
ん

か
ら
「
北
京
で
１
羽
の
蝶
々
が
羽
ば

た
く
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ハ
リ

ケ
ー
ン
が
生
じ
る
」
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

「
蝶
々
の
羽
ば
た
き
と
い
う
ご
く

わ
ず
か
な
気
流
の
乱
れ
が
巨
大
な
風

を
引
き
起
こ
す
」「
ミ
ク
ロ
の
ゆ
ら

ぎ
が
予
想
を
遥
か
に
超
え
た
マ
ク
ロ

の
変
化
を
も
た
ら
す
」
ま
た
「
ち
ょ

っ
と
し
た
気
付
き
か
ら
共
鳴
の
連
鎖

で
大
き
な
反
応
を
引
き
起
こ
す
」
な

ど
の
意
味
で
す
。

　

今
、
宇
城
市
で
一
人
一
人
が
そ
の

蝶
々
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡

単
に
宇
城
市
は
変
わ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
気
付
い
て
ほ
し
い
の
は
、
地

方
分
権
の
社
会
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
中
央

集
権
で
し
た
。
地
方
分
権
は
自
分
た

ち
で
経
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
県
や
国

に
お
願
い
し
よ
う
」
の
お
ね
だ
り
行

政
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
は
生
活
者
起
点
で
行
政
経
営
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
と
え

ば
「
暮
ら
し
」
を
良
く
す
る
に
は

①
雇
用
の
増
大
を
図
り
、
１
、０
０

０
人
の
新
規
雇
用
を
創
出
（
企
業

誘
致
）

②
住
民
の
健
康
と
子
育
て
や
福
祉
の

充
実
（
健
康
立
市
宣
言
）

③
き
れ
い
で
安
全
な
生
活
環
境
（
環

境
保
全
隊
の
設
立
）

④
教
育
水
準
の
高
い
国
際
人
へ
の
養

成
（
教
育
国
際
理
解
特
区
）

な
ど
を
実
行
中
で
す
。

　

暮
ら
し
を
変
え
る
上
で
根
っ
こ
の

部
分
に
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば

景
観
を
良
く
す
る
に
は
〜
、

救
急
車
の
入
ら
な
い
所
に
は
〜
、

地
下
水
の
塩
水
化
に
対
し
て
は
〜
、

寝
た
き
り
の
人
が
移
動
す
る
に
は
〜
、

不
登
校
の
子
ど
も
に
対
し
て
は
〜
、

治
安
を
良
く
す
る
に
は
〜
、

よ
り
便
利
な
役
所
に
す
る
に
は
〜
、

旬
の
安
全
な
物
を
食
べ
る
に
は
〜
、

宇
城
の
宝
物
を
生
か
す
た
め
に
は
〜
、

循
環
型
社
会
を
つ
く
る
に
は
〜

　

ち
ょ
っ
と
し
た
気
付
き
か
ら
共
鳴

す
る
人
々
が
手
を
結
び
、
風
を
起
こ

し
、
う
ね
り
を
起
こ
す
こ
と
で
宇
城

市
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
日
本
を

変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　

１
羽
の
蝶
々
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
の
市
長
談
話
室
は
２
日

�
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
広
報

統
計
課
（
�
３
２
―
１
１
１

１
）
へ
５
月　

日
�
ま
で
に
お

１９

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平成１８年度公民館主催講座の
受講生を募集します

今
年
度
も
市
内
５
つ
の
公
民
館
で
開
催
。

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
へ
。

豊野公民館　�４５－３７００

実施回数講座名
年５回高齢者教室
年５回婦人学級

不知火公民館　�３２－０２７７

実施回数講座名
月４回太極拳講座
月１回高齢者教室
月１回婦人学級
月１回茶道教室
月１回パッチワーク教室

三角公民館　�５２－２２４５

実施回数講座名
月１回×５学級高齢者大学
月１回×４学級婦人学級
月１回造形教室
月２回パッチワーク教室

小川公民館　�４３－０００４

実施回数講座名
月２回ヨーガ教室
月１回砂川大学
月２回押し花教室
月２回ウクレレ教室
月２回３Ｂ体操
月２回楽しい絵手紙教室
月１回パン・ケーキ教室
月１回古文書講座

松橋公民館　�３２－１０８０

実施回数講座名
年８回×４会場高齢者教室（こすもす学級）
月２回３Ｂ体操
月１回折り紙教室
月１回子ども太鼓教室
年７回子どもの楽校
年４回ひまわり学級（婦人学級）

市
長
室
か
ら 

市
長
室
か
ら 

市
長
室
か
ら 

あ
な
た
も
１
羽
の
蝶
々
に

宇城市長

　阿曽田　清


